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柏崎刈羽原発重大事故時

柏
崎
刈
羽
原
発
が
重
大
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
国
が
計
画
的
避

難
の
基
準
と
し
て
い
る
、
外
部
被
ば
く
線
量
が
年
間
２０

リミ
管
を
超
え

る
地
域
は
、
原
発
か
ら
１
０
０
♂
以
上
の
距
離
に
広
が
る
場
合
が
あ

る
と
の
試
算
結
果
を
、
大
気
の
拡
散
予
測
な
ど
を
手
が
け
る
民
間
研

究
機
関

「環
境
総
合
研
究
所
」

（東
京
都
品
川
区
）
が
公
表
し
た
。

【高
木
昭
午
】

市
民
団
体
の

「脱
原
発

新
潟
弁
護
団
」
な
ど
が
１０

日
に
柏
崎
市
で
集
会
を
開

催
。
研
究
所
は
そ
の
席
上

で
結
果
を
示
し
た
。

試
算
で
は
同
原
発
の
７

基
あ
る
原
子
炉
が
、
福
島

第
１
原
発
事
故
と
同
じ
割

合
で
、
内
蔵
す
る
放
射
性

物

質

を

放

出

し

た

と

仮

定
。
放
射
性
物
質
が
地
表

に
沈
着
す
る
量
を
、
地
形

や
風
雨
の
条
件
か
ら
推
定

し
た
。
年
間
の
積
算
線
量

は
国
と
同
様
、
住
民
が
１

日
１６
時
間
を
屋
内
、
８
時

間
を
屋
外
で
過
ご
す
と
し

て
計
算
し
た
。

そ
の
結
果
、
事
故
時
に

西
風
で
風
速
２
研
だ

っ
た

場
合
＝
図
、
事
故
後
最
初

の
１
年
間
の
積
算
線
量
が

２０
ミｒ
管

を

超

え

る

地
域

は
、
東
の
県
境
を
超
え
福

島
県
柳
津
町
付
近
に
達
し

た
。
さ
ら
に
年
１
０
０
ミｒ

害
を
超
え
る
地
域
は
地
元

の
柏
崎
市
、
刈
羽
村
の
ほ

か
、

３０
♂
以
上
離
れ
た
長

岡
市
内
に
も
広
が

っ
た
。

ま
た
北
東
の
風
、
風
速

２
研
だ
と
、
原
発
か
ら
約

７
♂
の
柏
崎
市
役
所
で
、

年
間
の
積
算
線
量
は
約
１

０
０
０

リミ
営
と
な

っ
た
。

試
算
に
使

っ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
は
、
同

研
究
所
が
開
発
し
た
。
各

地
の
原
発
に
つ
い
て
、
放

射
性
物
質
量
や
気
象
条
件

を
さ
ま
ざ
ま
に
変
え
、
同

様
の
計
算
が
で
き
る
。
弁

護
団
は
こ
の
ソ
フ
ト
を
、

研
究
所
か
ら
１０
万
円
で
購

入
し
た
。
今
後
、
試
算
結

果
を
柏
崎
刈
羽
原
発
の
運

転
差
し
止
め
訴
訟
で
活
用

す
る
ほ
か
、
弁
護
団
の
学

習
会

な

ど

で
示

す

と

い

一つ
。

単位・ミリシーベルト柏崎刈羽原発の、事故1年後まで
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